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潔
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．
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．
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④
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踊
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∵
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．
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．
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燭
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／
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催
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め
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う
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紛
い
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す
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偉
看
．
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幽
該
冥
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窃
さ
ん
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あ
始
で
汐
イ
牽
二
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鶴
四
丁
ん
・
の
れ
ま
し
斥
こ
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．
本
治

仁
み
れ
し
く
恩
・
て
い
来
で
．

黒
蟻
・
て
、
私
ダ
早
撃
て
こ
の
好
配
に
特
写
し
ま
し

た
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め
ぱ
、
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飼
五
回
園
更
宮
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穴
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旧
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ま
で
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萬
徳
｝
し

て
二
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冷
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．
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甘

い
．
か
ぎ
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旬
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互
が
ら
、
踏
丸
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て
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つ

夢
り
の
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さ
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汽
。
数
昇
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幌
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．
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1
坪
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め
間
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K
慣
れ
切
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冠
気
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盛
ボ
．
疾
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泌
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．
／
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倉
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初
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い
ま
し
仁
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記
事
F
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玖
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按
し
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に
汐
争
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彰
豪

に
ほ
珂
セ
か
さ
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感
か
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さ
π
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．
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ら
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η
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ロ
％
百
さ
で
罵
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り
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ま
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．
そ
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日
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力
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4
お
面
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だ
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あ
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．
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ん
1
人
膨
、
厨
と
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倒
見
る
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と
の
言
季
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．
漸
く
看
ハ
孝
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ク
人
の
潅
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汽
挽
更
左
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雄
蓋
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汽
払
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．
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て
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牽
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．
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．
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．
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＆
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⑳
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．
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．
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．
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介
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．
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．
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．
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．
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．
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縄
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．
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叉
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÷
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．
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－
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仁
．
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．
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⑤
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叱
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セ
兇
期
酌
に
泥
％

｛
て
u
て
、
履
れ
伊
参
ヶ
ん
ー
ア
C
鳥
氾
ン
ゾ
ギ
ー

〃
C
ン
旧
ろ
「
あ
直
り
0
亘

　
つ
づ
罪
種
グ
い
イ
ワ
グ
．
・
孝
ク
ザ
ス
の
慈
卸
が
拶
e
煮
．

い
ル
か
っ
バ
｛
い
a
俘
認
り
汽
と
港
い
“
よ
咳
．

　
ニ
コ
ニ
コ
乱
撃
益
押
塵
の
み
ち
さ
該
右
．
々
の
嘉
さ

録
く
し
で
、
劉
彦
を
で
b
黒
雨
按
♂
汐
、
狐
猟
に
κ
ら

ホ
ー
、
舌
力
久
も
椅
ッ
て
彫
き
で
い
っ
7
＜
た
イ
・
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
／
抵
八
。
、
・
瀦
　
イ
円
　
ク
ヂ
誘

く
．
現
在
、
で
解
り
テ
ー
⊃
イ
、
ん
φ
轡
型
「
S
き
ヴ
穿
畑

ミ
叉
鄭
ζ
黙
鼻
面
誕
忘
霜
幽
左
銅
訳
守
で



ぞ轟一編ワー
　　　　　　　　　　　sediif？　’！　　　　　　　　砺4

　訪いう懸彦・添岬メ卯砿マ

おりま誇・どつ縁笈気書鯉解しでい警わ1

苫孜あて謡齢ぜられろε隠・・まt・

でηうち’で店’ざ彦〃）みεヨ’てかげ1セいと．

，哩・いま」。

　の　　　　　　　　　o

。　杷議室、

価く繍な湘該
tうけで・珂・

　　　　　　　　　葦
　一つ　一　コ

　　轍欄議望，
　葛」週，．永森・E

謙誌讃L　li．　’；li　。

　　　？8夕一3灘蝿　　　ノ’

－榊嚇 D廼砲

蓋手駝磁概増して
oiす．
itnめ・てグ津蝋、・曝れて・・

凍み・にくいのをお回しγ趣、。

〉掴か引感噺・1・雛な
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ず
。
、
済
添
は
す
べ
て
を
ぐ
ニ
フ
7
短
κ
啄
多
淋
会
、

ワ
ー
・
メ
リ
カ
F
か
さ
わ
し
く
、
、
、
と
細
か
く
、
鯉
婚
姻
つ

悩
弗
．
疑
問
に
客
え
て
い
ま
て
，
こ
’
つ
ゾ
り
茶
ぱ
ま
ぢ

我
が
国
に
は
な
く
．
皇
と
農
斥
立
つ
し
、
吻
白
く
託

H
め
・
ク
と
匿
い
弐
イ
り
．
　
一
円
　
よ
ワ
手
記
）

轟
貿
鯛

㌔
叱

舅
調
猷

磁歪



％
｛
面
’
ノ
つ
’
1
ク
蝕
一
一
菊
塵
よ
り

主
婦
業
ち
透
ゼ
ィ
ッ

マ
メ
リ
カ
リ
難
婚
L
マ
性
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
錘
1
4
よ
り
｝

　
師
曽
イ
ー
メ
リ
カ
ガ
ら
δ
沙
．
た
ぼ
か
渦
ワ
で
，
ケ
’
ぐ
略

海
か
イ
で
ま
こ
ま
つ
汽
B
露
が
ム
東
聡
い
か
う
し
糺
ま

　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ぜ
ん
か
よ
ろ
し
く

　
こ
の
公
う
画
裳
3
多
4
3
、
二
の
倉
煽
芝
綱
尺
里
塚

窟
甑
ぴ
沢
必
の
人
だ
つ
舘
乏
痴
5
書
し
汽
の
ぼ
、
確

ゲ
に
系
講
、
払
影
識
も
陀
著
ゼ
げ
眠
と
．
長
話
ヵ
を
つ

す
㌘
の
が
難
婚
疎
，
乏
ヒ
6
六
切
だ
と
い
う
こ
と

冬
し
六
。
私
移
原
．
緬
ε
細
《
著
べ
て
よ
’
つ
や
く
望
矩
し

て
p
勿
砲
り
さ
、
あ
ま
り
え
ら
そ
’
久
ね
こ
と
ば
誘
え
な

e
の
で
可
か
。

よ
く
長
坪
主
碕
集
準
者
£
紫
だ
ワ
し
て
・
化
霊
感
．

　
つ
私
1
7
何
6
セ
さ
底
い
』

と
、
玄
“
弘
イ
L
斥
し
か
に
外
回
伽
い
た
こ
と
着
、
揮
い

し
．
髭
面
復
－
o
昇
乃
記
し
て
か
ら
鰍
濁
酒
る
φ
病
体
．

ど
う
し
汽
ら
よ
u
か
そ
竪
舐
気
著
F
な
な
の
は
よ
く
わ

か
り
ま
可
。
で
6
、
氏
孫
ド
σ
何
毒
で
ぎ
叔
い
め
各
び
ぢ

く
ぞ
，
何
が
で
5
う
ヴ
が
，
ま
だ
臼
か
白
身
で
巾
か
っ

て
U
η
い
．
見
η
か
っ
て
い
百
い
の
潤
と
農
・
｝
男
。
イ
”
．

私
ほ
よ
く
そ
ん
頁
人
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
へ

　
っ
下
心
画
聖
登
極
孫
老
し
て
密
だ
の
た
む
ら
縄
陣
地

洗
擢
は
で
さ
た
で
し
♂
ら
．
し

と
、
髪
糾
で
も
開
い
て
み
家
可
，
渉
脅
ろ
ノ
～
、
お
寺
伏

“
聖
教
墜
塀
ぼ
ら
侵
ギ
衆
停
ず
沢
小
園
孝
が
あ
3
の
K
．

そ
ろ
い
り
荏
茅
ぽ
ど
’
つ
意
κ
ヒ
い
う
人
6
あ
り
景
祷

し
か
し
．
そ
う
か
私
F
は
ま
．
汽
豪
孝
的
存
μ
亭
ち
の
で



さ
う
4
7
斥
ヒ
濃
い
。
し
．
“
ざ
と
、
侭
へ
σ
・
多
淫
を
三
絃

ゼ
う
と
恩
e
気
が
豪
に
、
私
り
、
マ
こ
か
ら
虎
子
毛
菱
．

7
會
話
4
一
垣
も
考
え
ら
急
な
人
診
U
珍
の
さ
イ
髭
，
自
今

乞
6
乃
！
及
毘
つ
め
嶽
お
し
で
、
自
風
聴
廼
さ
う
じ
と

ン
梗
し
て
み
多
。
，
又
σ
ひ
考
ら
・
・
と
蓼
6
3
度
孜
κ

て
う
忌
め
め
再
敏
育
名
鑑
可
う
カ
が
首
い
詠
い
暮
寸
．

こ
4
一
よ
う
松
淀
蝋
的
な
馬
面
、
や
ひ
こ
の
求
職
で
取
ワ

あ
ゆ
幽
い
ヒ
嗣
N
い
4
イ
吻
．

　
冷
窃
σ
暦
世
の
マ
メ
リ
歩
竹
ぞ
η
脈
に
、
あ
も
う
塾

た
く
イ
、
ん
の
認
長
槍
W
し
汽
♪
乃
ぐ
に
A
μ
，
で
e
ち
6
ら
、
捻
お

誰
で
闇
ぐ
こ
と
が
ろ
5
、
そ
し
マ
多
画
業
毛
剋
茅
に
姦

か
し
て
匂
足
し
て
い
う
尺
の
更
植
毛
た
く
≦
ん
見
で
采

ま
し
汽
の
・
で
、
や
か
報
老
し
白
い
再
で
て

　
ン
タ
？
が
ら
点
取
に
確
穣
e
／
瞬
下
垂
ハ
プ
ン
ク

》
雫
ー
レ
ペ
シ
ン
↑
ン
ば
、
ザ
勿
ゲ
し
w
邑
ド
の
病
急
．
粉

雇
ん
で
籔
協
が
棚
ツ
＜
、
た
睡
こ
め
珂
・
民
で
ぜ
房
／
の
ゲ

ン
ワ
ソ
鴨
一
犬
彦
・
が
あ
や
、
小
イ
、
い
が
裕
勧
、
η
小
寒
卸

な
町
で
可
。
こ
こ
で
六
尺
の
示
ー
ム
バ
、
1
1
プ
ィ
κ
耀
か

れ
ま
し
た
。
叛
め
痺
二
少
し
行
れ
て
采
六
男
2
1
ん
が
「

巧
の
畑
鼠
に

4
か
窃
菖
こ
帆
か
ら
週
K
青
魚
か
衆
で
舌
り
’
っ
々
韓
と

算
必
《
初
蔚
”
汽
の
で
一
，
し

と
、
疹
い
ま
し
欣
。
彼
ぱ
敬
ゲ
鶏
に
羅
虚
し
た
睡
か

り
で
、
が
冷
ζ
紫
の
風
疹
民
悩
ん
で
い
家
し
汽
。
阿

倉
幻
《
F
5
汽
や
性
は
葛
溜
人
の
百
済
し
段
マ
の
人
ズ

は
．
チ
伐
ド
季
の
か
か
ら
な
4
擢
・
た
多
婦
．
の
勿
焦
－

ア
の
1
人
で
、
そ
・
の
勿
馬
ー
プ
は
タ
リ
ー

）
ク
帥
η
一

い
ス
を
豪
ヒ
し
で
い
う
と
U
わ
の
で
イ
ー
，

　
レ
宍
ツ
ン
ト
・
ノ
瀟
二
つ
一
掴
：
フ
な
さ
よ
り
葬
び

巻
れ
で
い
み
と
い
八
森
％
．
、
絃
、
扉
考
納
μ
町
百
助
で
園



が
、
既
婚
老
の
↓
4
が
雄
心
経
敢
％
π
り
さ
可
．
（
を

敢
で
鳳
λ
丁
㌢
↓
ユ
の
二
言
穿
4
勇
穆
の
離
循
老
の
’

番
蝸
ろ
御
が
解
孝
達
し
π
炉
ら
の
者
児
F
敦
亨
で
、
q

峯
よ
つ
汚
戴
矛
に
慣
れ
て
い
勿
と
い
小
用
な
マ
メ
ー
1
力

芦
多
、
ぞ
ほ
り
ぢ
身
仏
い
が
．
煤
し
い
湾
濯
、
・
4
．

　
レ
宍
ソ
ン
ト
、
ノ
協
東
京
ド
託
ぺ
て
現
世
ぼ
と
ぞ
6
熱

く
．
た
｛
と
・
ん
雌
匁
さ
d
ベ
ン
ド
馬
ー
ム
が
多
群
彦
、
広

い
り
σ
ン
ク
採
タ
イ
～
て
ノ
ク
ル
ー
ム
、
償
牽
で
ゾ
ん
ぼ

五
」
ワ
κ
位
め
7
κ
1
ト
で
七
宝
で
て
が
、
お
手
伝
い

に
来
て
者
ら
う
と
、
ノ
唄
み
’
イ
忌
垣
が
か
り
ま
寸
－
。
象

．
猿
り
野
べ
、
に
く
ら
パ
て
人
宴
ゆ
島
く
．
離
嚇
し
て
い

淑
慮
そ
が
器
づ
争
ま
さ
饗
尉
を
払
硯
も
く
て
甫
百

ら
な
い
転
瀕
．
少
し
で
鼻
い
あ
キ
伝
い
が
む
謁
し
て

6
欲
し
い
”
や
護

　
こ
の
よ
わ
K
鵬
薯
’
野
・
・
と
々
痢
風
し
で
、
，
矧
越

の
グ
几
ー
プ
か
自
介
た
あ
び
冷
そ
，
ト
疑
孕
ほ
タ
禾
K
ぞ

ワ
て
さ
尺
．
・
て
れ
を
診
が
さ
な
“
で
斥
る
．
六
u
叛
．
い

と
、
二
薯
罰
か
う
照
あ
汽
の
が
、
出
鼠
ゐ
7
1
1
一
二
う
、

争
’
づ
一
C
ス
百
の
、
〃
ぐ
納
．

　
逸
孤
で
き
た
綬
ぼ
．
冷
日
物
指
で
こ
ハ
少
ル
ー
プ
と

契
約
乏
し
て
で
蔽
と
属
し
妬
し
則
り
で
、
煮
麦
切
白
い

ゾ
又
ラ
ム
だ
と
恩
・
て
、
や
ひ
こ
の
ケ
ん
み
ノ
匹
冶
い

た
い
と
硬
ん
費
禽
り
こ
と
ぜ
算
～
し
豚
。

　
侭
マ
達
り
ソ
ズ
ラ
あ
と
σ
、
・
て
ん
い
し
二
ん
グ
！

組
K
な
。
て
行
卸
し
、
ノ
丸
で
σ
辰
商
民
ガ
グ
9
脅
も

九
解
ζ
簿
瞬
間
礁
だ
上
ゆ
て
し
ま
う
こ
と
ε
原
則
に
し

て
い
重
重
．
、
象
の
篠
掬
す
や
驚
く
、
煉
物
ぞ
箋
そ

の
二
つ
難
身
の
κ
を
量
レ
σ
姦
看
と
長
躯
F
親
し
倉
い

よ
可
．
そ
し
て
週
研
極
厨
弦
間
、
手
仏
い
が
必
専
か
と

挨
訂
－
て
倭
金
を
さ
あ
宏
て
，
巧
し
て
倉
K
徽
蜜
し
．



磨
桑
簡
で
雇
身
の
蓼
遍
し
、
賃
企
の
！
剃
膨
を
《
の

運
甥
救
急
に
便
ろ
虞
う
F
し
て
e
み
の
さ
て
，

　
イ
ギ
，
尺
乙
6
オ
・
フ
ス
フ
オ
ー
ト
尺
導
幽
の
々
惟

’
孟
だ
け
で
、
7
り
ー
ニ
ニ
ナ
ザ
ー
じ
ス
セ
僧
墨
穴
と
い

ろ
二
・
ー
ス
ε
二
．
多
ゲ
目
前
に
教
閉
で
託
み
ま
し
汽
、

　
也
碗
矯
K
尺
炉
に
ロ
爬
懸
れ
て
い
勿
二
と
σ
．
望
4
昭
芝

麦
し
く
豪
し
く
望
雪
）
ク
一
と
で
、
皆
ぞ
煮
を
、
未
あ
て
百

い
ま
イ
ー
ガ
．
・
藻
K
塚
山
イ
ε
夢
・
マ
い
み
八
三
に
峰

ち
が
探
か
τ
《
ワ
界
争
セ
て
つ
墨
筆
例
な
い
し
。
小
衝

渓
な
敦
危
き
扉
つ
の
9
3
難
し
い
こ
と
さ
て
，
で
ズ
か
ら
、

、
裂
矛
轟
牧
記
渉
、
で
h
冶
尺
が
、
別
の
人
の
た
あ
，
卜

？
煮
を
ぞ
。
て
勇
窪
み
片
茅
げ
†
み
F
ペ
リ
嚢
つ
し
、

・
愚
に
や
あ
，
で
み
た
、
義
凶
悪
多
ぐ
で
繁
・
果
し
て
ρ
ま

イ
㍉
β
漆
る
づ
こ
の
シ
ス
，
一
7
ノ
へ
ぼ
ら
ぞ
点
る
レ
）
恩
い
ま

ぱ
一
。

　
今
ー
ツ
ぐ
6
兼
豊
¢
豪
政
婦
の
企
及
痔
勇
ー
ー
メ
寸
が
、

イ
メ
ー
ナ
が
あ
ま
ワ
ま
く
な
い
の
乙
離
私
す
荘
に
6
歓

迎
さ
底
な
日
よ
う
乃
イ
・
．

　
こ
め
よ
う
な
横
斜
、
こ
の
誘
彦
で
づ
組
醒
で
ぞ
釈
ぽ

と
て
る
・
後
い
こ
と
た
ヒ
敵
い
寄
イ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
ア
メ
リ
カ
の
マ
惟
ぽ
，
・
象
多
つ
そ
彪
n
ち
し
つ
一
ら
為
い

ん
多
柊
と
島
・
て
θ
コ
で
ん
。
い
ヅ
多
ス
’
づ
イ
フ
F
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
が
　

し
で
、
像
邸
、
的
【
4
4
穿
も
イ
つ
る
り
で
満
ち
《
3
こ
と
μ

ほ
と
，
ん
ど
無
く
．
険
難
舅
ご
馬
て
い
多
イ
9
．
旨
牽
よ

⊥
紳
除
の
仁
プ
亨
苔
で
’
／
チ
マ
ル
κ
し
て
」
ろ
御
6

鴻
り
究
つ
か
、
こ
の
会
で
判
例
ん
臣
7
り
一
’
フ
グ
刎

の
夢
菰
殺
星
の
勉
鋸
π
8
6
か
な
9
置
忘
し
て
何

回
し
．
新
人
に
ば
ゲ
丁
ラ
／
野
糞
4
イ
て
イ
ー
ム
確
ワ

を
一
て
u
4
て
。

　
さ
》
つ
K
御
白
ギ
の
は
．
こ
の
A
仏
で
汐
一
つ
ノ
〃
の
サ
ー



ぴ
《
乏
し
て
い
匁
こ
ヒ
る
す
。
ケ
イ
タ
η
・
・
外
イ
ー
ぐ

ス
（
．
辮
理
お
玖
上
蓋
雰
し
）
と
い
・
て
、
ボ
ー
《
バ
ー

デ
ィ
の
わ
い
ア
〆
ワ
や
で
荻
働
さ
の
薮
危
で
パ
ー
ノ
ア
〆

手
翫
・
と
き
、
と
て
も
助
献
る
4
4
組
で
て
。
夢
の
来
み

て
《
・
副
F
き
う
ん
ヒ
κ
箔
炉
で
ざ
つ
ヒ
引
雲
ぐ
君
少
う
の

冬
、
そ
の
象
の
多
婦
が
で
予
て
簾
し
汽
よ
う
，
二
見
’
ん

う
し
．
肉
疹
も
主
婦
の
遷
り
望
つ
だ
象
亀
轡
擢
牽
1
9
r

・
露
灸
も
、
遂
ウ
〃
便
る
の
で
イ
、
．
多
婦
涯
あ
ん
摯
つ
叔
響

癖
離
心
減
り
で
痕
小
9
こ
と
6
な
く
、
貢
し
く
ボ
ス

テ
又
役
も
務
あ
ら
（
萱
糾
硯
む
そ
の
べ
テ
’
フ
！
が

痛
、
歯
し
て
を
一
4
で
粁
卸
て
う
の
る
、
’
灘
う
い
い
レ

経
鍾
的
冬
病
名
閏
k
し
あ
ザ
、
重
用
が
ら
“
て
い
ま
誘
。

こ
・
琳
6
日
漆
で
で
令
石
き
ろ
乙
と
イ
。
す
．

　
私
の
夜
宴
で
塗
矯
ち
で
窄
《
的
ド
う
向
危
叙
せ
の
人

が
い
ま
マ
が
、
丁
々
炉
バ
ー
テ
～
重
藤
く
時
ぼ
ボ
ア
ル

菟
一
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